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寒 さ厳 しい中、生物は春 を待っています。別所の池

では鴨たちが一面 に張 った氷の上を楽 しそ うに駆 け回

っています。石楠花は春をじっと待ち、 きれいな花を

咲かそうとしています。

寒が厳 しければ厳 しいほど訪れる春の喜びは何 とも

言えないものでしょう。

本町を震源とする地震が正月気分の抜け止 まぬ 1月 10日 の午後 7時 9分頃に発生 しました。

役場の震度計 (文部科学省設置)で は何 と、震度 5強 を観測。町内では、かわら数百枚の落下、

納骨堂の崩壊、食器やガラスの破損などの被害が報告され ました。気象庁の震度計が設置され

ていない本町の震度は気象庁からは発表されていません。本町が震源の真上であ り、震源の深

さが 4,8 kmと 非常に浅かったことが本町だけが大 きな揺れを感 じたようです。

突然襲った地震に町民は余震のないことを願っています。

1.水 と緑と上のにおい、いっぱいの住みよい町にします。
2.伝統を重んじ、文化の票る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

■発行/高森町役場 ■編集/企画観光課 〒869-1602熊 本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 ]:比 09676-2-1111「AX 09676-2-1174
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痰闘
回囲

成
人
者
代
表
宣
誓

厳
粛
に
そ
し
て
は
な
や
か
に

成

人

式

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受

付
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
三
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

法
律
相
談
（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と
　
き
　
二
月
二
十
四
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

一
月
二
日
の
午
前
十
時
か
ら
、
高

森
町
成
人
式
が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え
る
の
は

九
十
二
名
、
こ
の
う
ち
七
十
九
名
が

式
に
参
加
し
ま
し
た
。
町
内
で
仕
事

に
励
む
人
、
熊
本
市
や
遠
方
に
就
職
、

就
学
し
て
い
る
人
な
ど
、
正
月
の
帰

省
者
を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
成
人
者

が
集
い
ま
し
た
。

今
村
町
長
や
来
賓
各
位
な
ど
か
ら

「成
人
と
な
れ
ば
い
ろ
い
ろ
と
大
人

と
し
て
の
権
利
が
発
生
し
ま
す
が
、

そ
の
分
、
人
と
し
て
当
然
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
や
責
任
も
生

じ
ま
す
。
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
持

ち
、
若
い
力
を
社
会
に
貢
献
し
て
下

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
一
一月
十
六
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
卓
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

野
尻
地
区

■
と
　
き
　
一
一月
二
十
三
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ

ひ
め
ゆ
り
の
里
「朋
遊
館
」

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
三
月
六
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
芙
蓉
館

蜀〃γ′編
集
後
記

昴
　
　
　
　
．′
″

●

●  ●

各
地
区
代
」巨
`ヽ

成
菫

ノヽ
」ス
1日

意
見
発
不こ

抜
粋

年
を
増
す
ご
と
に
、
現
在
の
社
会
情
勢
を
考
え
る
と
心
配
ご
と
が
先
立
ち
厳
し

い
状
況
に
わ
た
し
た
ち
は
は
お
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
成
人
に
な

っ
た
私

は
、
夢
と
希
望
と
期
待
を
胸
に
ハ
ウ
ス
園
芸

（花
き
）
の
自
立
経
営
に
着
手
す
る
道

を
進
ん
で
い
ま
す
。
過
去
を
振
り
返
り
現
在
の
自
分
を
知
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
の

二
十
年
間
、
ど
れ
だ
け
の
人
々
に
お
世
話
に
な

っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な
生
き
方
を

し
て
き
た
か
を
見
直
す
大
切
な
成
人
式
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
責
任
あ
る
大
人

と
し
て
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
の
心
の
痛
み
の

わ
か
る
大
人
に
な
る
こ
と
と
、
人
に
提
供
の
で
き
る
大
人
に
な
る
こ
と
で
す
。
私

は
、
必
ず
人
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
、
色
の
深
い
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
を

誓
い
、
皆
さ
ん
の
幸
多
き
こ
と
を
、
こ
の
高
森
か
ら
見
守
り
た
い
も
の
で
す
。

本
国
は
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
成
人
式
を
迎
え
た
と
い
い
ま
し
て
も
、
何
等
変
わ
ら
な
い
未
熟
者
で
す
。
私

た
ち
は

一
社
会
人
と
し
て
こ
れ
か
ら
生
活
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
成
人
に

な

っ
た
喜
び
と
共
に
、
い
ろ
い
ろ
な
試
練
が
待
ち
か
ま
え
て
い
る
と
思
う
と
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
人
に
頼
る
の
で
は
な
く
自
分
で
考

え
、
、
責
任
を
持

っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
周
り
の
期
待
に
応
え
て

こ
そ
真
の
成
人
に
な
れ
る
の
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
私
は
Ｊ
Ｒ
九
州
で
勤
務

し
て
い
ま
す
が
最
初
は
や
り
た
い
業
務
で
は
な
く
や
っ
て
い
け
る
か
不
安
で
し
た

が
、
日
を
追
う
ご
と
に
興
味
が
わ
き
、
今
で
は
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
な
り
、

何
事
も
諦
め
な
い
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
日
ま
で
温
か
く
見
守

っ
て
く
れ

ま
し
た
両
親
を
は
じ
め
先
生
、
友
人
、
地
域
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
９

午
後
５
時
ま
で
　
椰
０９

２
月
１１
日
　
渡

辺

内

科
　
　
　
訪

・ｏ

富
⑦
１
１
７
７
７
　
べ”
牛

２
月
１２
日

後
藤
医
院
　
　
　
孫
一́、

四
⑦
１
０
０
‐
９
　
嘔
６７

２
月
１８
日
　
立
野
病
院
　
　
　
晰
ｏ９

‐　
　
四
③
１
０
１
１
１
　
鉱
話

２
月
２５
日
　
南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

剛
酪

富
⑦
１
２
０
３
０

３
月
４
日
　
藤

本

医

院

８
⑦
１
０
０
２
０

３
月
１１
日
　
平

田

医

院

８
②
１
０
２
１
６

３
月
１８
日
　
馬
原
内
科
医
院

富
②
１
０
６
４
６

毎
週
土

・
日
曜
日
診
療

く
さ
む
ら
眼
科

８
②
１
３
４
０
３

連
日
の
よ
う
に
報
通
さ
れ
る
幼

児
虐
待
や
少
年
犯
罪
、
非
常
に
悲

し
い
こ
と
で
す
ね
。
親
も
子
も
ど

う
に
か
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
東
京
の
地
下
鉄
ホ
ー

ム
で
の
転
落
者
を
救
出
し
よ
う
と

し
て
亡
く
な
ら
れ
た
留
学
生
と
カ

メ
ラ
マ
ン
、
お
二
人
の
方
々
は
命

を
も
省
み
な
い
勇
気
あ
る
方
々
で

し
た
。
残
念
な
が
ら
亡
く
な
ら
れ

本
当
に
悔
し
い
も
の
で
す
。

一
方
で
は
自
分
の
子
を
殺
し
、

も
う

一
方
で
は
他
人
を
助
け
よ
う

と
し
て
亡
く
な
る
。
「命
」
と
は
何

な
の
か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
田
浩

冨永 正法
(草部・県立農大生 )

安藤 貴光
(野尻・JR九州勤務 )

*都合により変更になる場合があります。

テレホンサービスでお確かめください。

(19)今度の温泉館休館日 2月 21日 (水 )3月 21日 (水 )

毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合

は開館して、次の日が体館日となります。

おめ曜た。おく(やキみ
2000.12月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじよう

岩下 未空ちゃん

(森) 12.3生
丸山 達也ちゃん

(横町)12.5生
あると

福田 存門ちゃん

(下町)12.12生
大塚 愛佳ちゃん

(昭和) 12.14生

すえながく
お幸せに

山 口 勝 也

(森山)真 紀

渡 邊 隆 治

(甲 斐)由 美

後 藤 昌 博

(仁田水)恭子

御 遺 族

工藤智津子

田上 和子

田上 元信
工藤ケサ ミ

岩下ヤス子

麻生 國雄

高森・旭通

自 水 村

熊 本 市

高森・下町

自 水 村

高森 。旭通

続柄

夫の母

夫

父

夫

夫

父

12.12

12.20

12.25

死 亡 者

工藤 ワ リ

田上 文雄

田上 」1筆一

工藤 清高

岩下 武光

麻生 武男

女

男

男

女

広

江

平

佳

　

美

倫

子

章

雅

通

雄

由

　

智

孝

佳

父

母

父
母

父

母

父
母

襴

おくやみ
もうしあげます
所

堪

山

山

畑

野

町

切

住

水

村

村

大

冬

横

年齢

94
64
91
73
85
84

人口の動き

(12月 末 日現在 )

世帯数 2,604(+4)
男  3,756(+ 1)
女  4,040(+5)

総 数 7,796(+6)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返 し〉 甲斐計雄 田上文和 田上元信

麻生國雄 岩下ヤス子 古澤豊喜 村上強喜

■町体育協会基金へ寄付 宇藤晴幸

■広報送料寄付

冨永力 (横浜市緑区)

後藤文幸 (大阪市西淀川区)

古澤昭二郎 (熊本市鶴羽田町)

馬原秋男 (北九州市小倉南区)

本田美紀 (菊池郡大津町)

津留和博 (名 古屋市千種区)

山室昭雄 (神奈川県中井町)

山室睦雄 (神奈川県大和市 )

甲斐サエ子 (東京都田無市 )

田上顕雄 (熊本市花園)

暮 竜 の 灯
りがとうございました (敬称略

町
の

移

動

図

書

三
月
六
日

（火
）

草
部
出
張
所

　

１０
時
～
１０
時
半

Ｊ
Ａ
旧
草
北

　

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

野
尻
出
張
所

　

１３
時
～
１３
時
半

Ｊ
Ａ
旧
河
原

　

１４
時
～
１４
時
半

二
月
七
日

（水
）

Ｊ
Ａ
旧
色
見

　

１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前

１０
時
半
～
同
時

横
町
Ａ
団
地

　

１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館

　

１３
時
半
～
１４
時

(2)

蛯
扇凸

ロ
ト
緞
議
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は綺
熊
本
県
優
良
木
造
住
宅
利
子

補
給
制
度
　
　
第
四
回
募
集

良
質
な
木
材
住
宅
の
振
興
を
図
る

た
め
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
を
受

け
て
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
地
域

材
を
使
用
し
た
本
材
住
宅
を
建
設
ま

た
は
購
入
し
よ
う
と
す
る
方
に
対
し

て
、
県
が
補
助
金
を
交
付
し
て
、
住

ま
い
づ
く
り
を
応
援
す
る
制
度
で
す
。

■
募
集
期
間

平
成
十
三
年
二
月
十
三
日
（火
）
～

平
成
十
三
年
二
月
二
十
三
日
（金
）

■
募
集
戸
数
　
七
十
五
戸

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
土
本
部
住
宅
課
計
画
係

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
６
２
４
６
）

平
成
十
年
度
　
第
四
回

住
宅
金
融
公
庫
受
付
開
始
！

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
マ
イ
ホ
ー

ム
新
築
資
金

・
建
売
住
宅
購
入
資
金

第
四
回
受
付
を
平
成
十
三
年

一
月
二

十
二
日

（月
）
か
ら
三
月
二
十
三
日

（金
）
ま
で
行
い
ま
す
。

マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
や
建
売
住
宅

の
購
入
、
ま
た
、
住
宅
の
増
改
築
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

な
お
、
融
資
に
関
す
る
詳
し
い
お

問
い
合
わ
せ
は

「住
宅
金
融
公
庫
業

務
取
扱
店
」
と
表
示
し
た
お
近
く
の

金
融
機
関

の
窓
口
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
６
２
１
０
９
５
０

熊
本
市
水
前
寺

二
丁
目
十
六
―

一
一

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

７

・
３

７

０

２

イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
を
利
用
し
た

登
記
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

今
ま
で
は
、
登
記
所
に
行
か
な
け

れ
ば
閲
覧
で
き
な
か

っ
た
不
動
産
登

記
、
商
業
登
記
簿
が
、
自
宅
や
会
社

な
等
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
し
て
、
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
登
記
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

を
、
左
記
の
と
お
り
開
始
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

■
開
始
時
期

平
成
十
三
年
二
月
十
三
日

（火
）

■
開
始
登
記
所
　
熊
本
地
方
法
務
局

本
局
、
宇
土
支
局
、
熊
本
南
出
張
所

※
山
鹿
支
局
、
阿
蘇
支
局
、
八
代
支

局
及
び
天
草
支
局
に
お
い
て
は
本
年

八
月
頃
か
ら
の
予
定
で
す
。

■
対
象
情
報

①
不
動
産
登
記

（土
地
、
建
物
）
、

商
業
登
記
（会
社
・法
人
）

本
局

②
不
動
産
登
記

（土
地
、
建
物
）

宇
土
支
局
、
熊
本
南
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
地
方
法
務
局
総
務
課

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
４

・
２
１
４
６

産
業
開
発
青
年
隊
員
募
集

明
日

へ
の
第

一
歩

‥
・

平
成
十
三
年
度
隊
員
の
二
次
募
集

を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

■
応
募
資
格

県
内

に
居
住
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
十
八
歳
以
上

二
十
五
歳
未
満

の
心
身
と
も
に
健
全
な
独
身
の
者

■
募
集
定
員
　
十
五
名
程
度

（女
子
含
む
）

■
募
集
期
間

　

一
月
二
十
四
日

（水
）

～
二
月
九
日

（金
）

■
試

験

日
　
二
月
十
六
日

（金
）

■
試
験
会
場
　
熊
本
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー

（城
南
町
舞
原
東

一
九
四
）

■
試
験
科
目
　
学
科
試
験

（数
学

・

国
語

・
作
文
）
と
面
接
試
験

■
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

下
益
城
郡
城
南
町
沈
目

一
六
六
七

ＴＥＬ
０
９
６
４

・
２
８

・
６
６
１
１

『２
０
０
１
く
ま
も
と
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
博
覧
祭
」

開
催

平
成
十
三
年
二
月
十
日
（土
）
・十

一

日
（日
）
に
熊
本
市
総
合
女
性
セ
ン
タ

ー
で
開
催
。
内
容
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

ト
ツ
プ
さ
ん
の
講
演
「で
き
る
こ
と
か

ら
は
じ
め
よ
う
」
、
活
動
者
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン

「ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
が
描
き
、
創
る

。
く
ま
も
と

の
未
来
」
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
テ
ー

マ

に
し
た
分
科
会
、
活
動
団
体
の
展
示

・

発
表
な
ど
。
只
今
、
展
示
団
体
、
運

営
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
募
集
中
。

問
い
合
わ
せ
は
、

熊
本
県
県
民
生
活
総
室

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
推
進
班

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
７
４
１
２
）

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
十
二
年
度
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
縦
覧
を
左
記
に
よ
り
実
施
し

ま
す
の
で
、
縦
覧
期
間
中
に
、
そ
れ

ぞ
れ
お
手
持
ち
の
資
料
と
、
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
の
照
合

・
確
認
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

二
月

一
日
～
二
月
二
十

一
日

（土
曜

・
日
曜

・
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
　
高
森
町
役
場

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

○
高
森
中
央
出
張
所

○
草
部
出
張
所

○
野
尻
出
張
所

■
縦
覧
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

■
そ
の
他

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
つ
い
て
は

税
務
課
固
定
資
産
税
係
で
縦
覧
し

て
く
だ
さ
い
。

役
場
税
務
課
　
固
定
資
産
税
係

■
２
・１
１
１
１
（内
線
１
６
３
）

転
入
家
庭
等
へ
の
防
災
行
政

無
線
受
信
機
の
貸
付

転
入
な
ど
に
よ
り
防
災
行
政
無
線

受
信
機
を
設
置
し
て
い
な
い
家
庭
は

貸
付
を
し
ま
す
の
で
、
役
場
総
務
課

ま
で
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
お
い
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
出
等
さ
れ
る

場
合
は
お
返
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は

役
場
総
務
課
　
交
通
防
災
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
１
６
）

・八
劇
地
牡和
田木
（五
百
万
円
以
上
）

(3)

●   ●

●  ●

さ
い
。
」
と
激
励
。
成
人
者

一
人
ひ

と
り
が
、
あ
ら
た
め
て
大
人
と
な
る

決
意
を
胸
に
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

今
回
の
式
典
に
は
中
学
時
代
の
恩
師

・

三
名
も
出
席
さ
れ
、
大
人
の
仲
間
入

り
を
し
た
教
え
子
た
ち
の
晴
れ
姿
に

一

感
動
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
　
　
　
一

式
後
、
各
地
区
代
表
に
よ
る
意
見

発
表
や
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、　
一

そ
の
後
、
久
々
に
あ

っ
た
旧
友
た
ち

，

と
成
人
を
祝

っ
て
街

へ
繰
り
出
し
た

よ
う
で
す
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
後
継
者
と
し

一

て
、
若
い
力
で
明
る
く
楽
し
い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献

い
た
だ
き
た
い
も
の

一

で
す
。
各
地
で
の
成
人
式
が
何
か
と

，

取
り
ざ
た
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
町
の

成
人
式
は
す
ば
ら
し
い
も
の
だ

っ
た

．

事
を
ご
報
告
し
ま
す
。

本
日
は
、
二
十

一
世
紀
最
初
の
成
人
式
と
い
う
記
念
す
べ
き
日
を
、
こ
の
高
森

町
で
迎
え
ら
れ
、
意
見
発
表
の
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
私
は
、
看
護
職
に
就
く
た
め
、
中
学
校
を
卒
業
後
、
高
森
を
離
れ
生
活

し
て
き
ま
し
た
。
看
護
の
勉
強
を
通
し
、
患
者
さ
ん
と
出
会
い
生
命
の
尊
さ
は
も

ち
ろ
ん
、
様
々
な
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、
学
び
、
喜
び
を
知
り
ま
し
た
。
同
じ

よ
う
に
こ
こ
に
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
も
将
来
の
た
め
、
自
分
の
た
め
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
得
て
こ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
は
続
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
生
ま
れ
て
二
十
年
間
数
多
く
の
方
に
助
け
ら
れ
、
支
え
ら
れ
生
き

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
四
月
か
ら
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

一
員
と
し
て
友
人
や
家

族
、
す
べ
て
の
人
を
尊
重
し
感
謝
す
る
心
を
忘
れ
ず
に
持
ち
つ
づ
け
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
が
誰
か
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な
人
間
に

な
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生

さ
対

゛
ヽ
　

いＷ

嘲
ソ
刷

あ
獅

１
■
療

日
μ
医

森
蔽

私
は
、
小
学
生
の
時
は
水
泳
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
中
学
か
ら
は
陸
上
競
技
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
走

っ
て
い
る
と
嫌
な
こ
と
も
頭
痛
も
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
私
に
走
る
き

っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
こ
こ
高
森
の
自
然
の

豊
か
さ
で
す
。
私
は
走
る
こ
と
に
よ

っ
て
体
力
、
持
久
力
、
精
神
力
、
集
中
力
、

喜
び
、
悲
し
み
、
悔
し
さ
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
友
達
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
走
る
と
い
う
こ
と
は
脳
も
活
性
化
さ
れ
、
食
欲
増
進
に
も
つ
な
が
り
、
疾
病

や
骨
折
の
予
防
に
も
な
る
と
考
え
ま
す
。
将
来
、
保
健
婦
の
資
格
を
取
り
、
看
護

婦
と
し
て
働
い
た
後
、
町
の
保
健
婦
と
し
て
、
高
齢
者
の
離
床
、
健
康
増
進
を
は

か
り
、
健
康
な
老
人
の
多
い
町

「老
人
施
設
ゼ
ロ
宣
言
」
を
行
い
、
全
国
に
高
齢

者
や
介
護
に
携
わ
る
人
々
を
あ

っ
と
驚
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
、
今
の

私
が
あ
る
の
も
両
親
を
は
じ
め
、
高
森
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
大
好
き
な
高

森
の
良
さ
を
い
ろ
ん
な
人
に
伝
え
、
高
森
が
注
目
さ
れ
る
の
と
同
時
に
私
も
輝
き

た
い
で
す
。

住吉 道子
(色見・看護専門学校生)

工 事 名 工  期 請負金額 (円 ) 請 負 者

中島・赤羽根線

道路舗装工事

H13.2/1～
H13.3/30 7,967,400 (有 )佐藤建設

団体営村山地区

農道整備工事

H13.2/1～
H13.3/23

5,008,500 (株 )藤本組

久原・須坂線

側溝新設工事

H13.2/1～
H13.3/30 5,250,000 (有 )興椙建設

林道鍋の平線

舗装工事

H13.2/1～
H13.3/15 9,681,000 (有 )後藤建設

役場の支払日 2/15(木 )2/26(月 )3/5(月 )  時間 10時から15時まで (18)
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人をつけた あなたの責任 最後まで

高
森
町

消
防
回

ま
ち
を
守
り
ま
す

人
を
守
り
ま
す

二
十

一
世
紀
の
幕
開
け

高
森
温
泉
館
で
視
す

一
月
七
日
の
日
曜
日
、
恒
例
の

高
森
町
消
防
団

（飯
干
平
朗
団
長

以
下
三
百
二
十
四
名
）
出
初
め
式

と
通
常
点
検
競
技
が
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年
に
続

き
、
雨
の
た
め
町
民
体
育
館
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
永
年
に
わ
た
る
勤
続
消

防
団
員
表
彰
の
あ
と
、
通
常
点
検

が
開
始
さ
れ
、
町
内
の
十
四
の
全

分
団
と
高
森
中
学
校
少
年
消
防
隊
、

高
森
幼
稚
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
点
検
が
整
然
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し
た
団

員
や
少
年
消
防
隊
員
、
見
事
な
演

技
を
し
た
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
大

き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。昨

年
の
本
町
で
は
住
宅
火
災
二

件
と
林
野
火
災
三
件
が
発
生
。

出
初
め
式
で
も
、
今
村
町
長
や

飯
千
団
長
か
ら

「火
事
は

一
瞬
に

し
て
尊
い
生
命
、
財
産
を
奪
う
恐

い
も
の
。
防
火
、
防
災
の
意
識
を

団
員
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
皆
様

に
強
く
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

通
常
点
検
審
査
結
果

一
位
　
八
分
団
（大
字
上
色
見

・

大
字
色
見
の
小
倉
原
）

二
位
　
九
分
団

（大
字
色
見

・
小

・

倉
原
を
除
く
）

三
位
　
四
分
団
　
（村
山

・
上
在
）

れ
ま
す
が
、
従
業
員
の
知
恵
と
努

力
と
地
域

の
方
々
の
ご
利
用
に
よ

っ
て
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る
こ
と
を

期
待
し
た

い
も

の
で
す
。

持

・
21世紀の幕開けを祝つて、今村組合理事長 (町長)あいさつ

た

消 防 出 初 め 式

二
十

一
世
紀
の
幕
開
け
を

「高

森
温
泉
館
」
の
初
湯
で
楽
し
も
う

と
大
晦
日
の
午
後
十

一
時
過
ぎ
か

ら
大
勢
の
町
内
外
の
方
々
が
訪
れ

ま
し
た
。
時
報
の
合
図
で
二
十

一

世
紀
を
祝
し
て
の
鏡
割
り
で
幕
開

け
、
樽
酒
の
ふ
る
ま
い
や
年
越
し

そ
ば
の
サ
ー
ビ
ス
、
も
ち
つ
き
大

会
な
ど
で
汗
を
か
い
た
後
、
ゆ
っ

く
り
と
初
湯
に
つ
か
り

一
年
間
の

健
康
を
祈
念
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、
高
森
に
わ
か
保
存
会
に

よ
る

『初
笑
い
高
森
に
わ
か
』
で
、

二
十

一
世
紀
の
初
笑
い
を
し
ま
し

高
森
温
泉
館
は
六
周
年
を
経
過

し
ま
し
た
。
各
地
に
新
し
い
温
泉

館
が
建
設
さ
れ
、
苦
戦
が
予
想
さ

●  ●

●  ●

追
い
つ
か
ん
　
働
き
甲
斐
て
な
ん
だ
ろ
か

よ
ん
べ
か
ら
　
む
ご
う
難
産
だ

っ
た
牛

来
年
ど
ま
ァ
　
福
祉
の
世
話
に
な
ら
ん
ご
つ

残
り
わ
ず
か
　
家
で
看
取

っ
て
や
ん
な
は
り

若
盛
リ
　
ラ
ガ
ー
の
息
の
遅
し
さ

む
か
む
か
す
る
　
下
戸
に
ゃ
出
涸
し
当
て
ご
う
て

残
り
わ
ず
か
　
慈
善
の
鍋
も
出
と
る
街

俳
　
　
　
旬

孫
達
の
乾
杯
で
祝
ぐ
お
正
月

末
の
間
の
雲
間
に
見
え
し
初
茜

気
に
か
か
る
思
ひ
い
く
つ
か
去
年
今
年

寒
雀
犬
の
残
飯
つ
つ
き
合
ふ

初
春
や
湯
舟
の
中
の
ご
挨
拶

風
呂
吹
や
土
の
香
り
の
ほ
ん
の
り
と

成
人
に
託
す
願
ひ
は
た
だ

一
つ

雨
降
れ
ば
紅
葉
濃
く
し
て
さ
り
に
け
り

桃
山
の
古
き
桜
門
菊
花
展

旅
小
春
天
草
灘
の
波
静
か

外
輪
の
夕
日
に
映
ゆ
る
紅
葉
か
な

切
り
干
し
の
思
ふ
に
切
れ
ず
裏
に
干
す

亡
原
大
波
小
波
風
渡
る

久
し
ぶ
り
若
気
に
戻
り
蕎
麦
刈
り
す

母
逝
き
て
忌
日
重
ね
つ
秋
深
む

み
か
ん
熟
れ
娘
と
旅
の
う
ち
あ
わ
せ

酒
蔵
の
軒
に
下
が
り
し
蔦
紅
葉

俳
け
　
　
　
　
自
副
　

　

　

（老
人
ク
ラ
ブ
根
子
岳
会

・
文
芸
ク
ラ
ブ
）

一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

では。高森中学校少年消防隊

たがもり出身の皆様ヘ 広報たか もりからのお願い

■〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場 広報たかもり 電話09676-2-1111 (担 当 田上 )

(4)

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■

ふ

る
さ
と

へ
の
熱

い
想

い
　
お
寄
せ
く
だ
さ

い

ふ
る
さ
と

へ
の
想

い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立

つ
お
住
ま

い
の
街

の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料

の
ご
協

力

を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
三
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様

に
も

お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読

い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
度
は
十

一
万
三
千
円
、

本
年
度
も
既
に
十
八
万
円
を

超
え
る
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ

い
ま

し
た
。

（寄
付

い
た
だ

い
た

方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、　
一

ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま
す
。

（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
十
１１
以
下

の
少
額
切
手
で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願

い
申

し
上
げ
ま
す
。

林
田

堀
田

佐
伯

馬
原

浦
塚

田
上
黙
公
子

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
美
穂

甲
斐
し
づ
枝

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

高
倉
　
つ
や

佐
伯
　
喜
弥

佐
伯
み
ず
ほ

除
田
ウ
ミ
オ

佐
伯
　
昭
子

佐
伯
　
文
雄

本
田
　
澄
子

堀
田
寿
美
子

荒
牧
ア
ヤ
子

堀
田
　
　
彰

岡
本

南 馬 琴 文 蘇 一
天 笑 司 雄 仙 声

(17)
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

地
域
を
あ
げ
て

無
病
息
災

各
地
区
で
『ど
ん
ど
や
』

無
病
息
災
を
祈
る
伝
承
行
事

「ど

ん
ど
や
」
。
高
く
炎
が
燃
え
上
が

る
ほ
ど
そ
の
年
は
よ
い
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
各
地
区
で

様
々
な

『ど
ん
ど
や
』
が
行
わ
れ

た
よ
う
で
す
。

一
月
十
三
日
の
土
曜
日
、
野
尻

北
部
地
区

（旧
河
原
校
区
）
で
も

旧
河
原
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
も

「ど
ん
ど
や
」
の
火
が
勢
い
よ
く

燃
え
上
が
り
ま
し
た
。

（野
尻
北

部
地
区
体
育

・
文
化
振
興
会
と
河

原
地
区
子
ど
も
会
が
共
催
）

こ
の
日
は
東
中
や
東
小
、
河
原

保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
お
よ
そ
八
十
名
の
み
ん

な
が
参
加
し
、
高
さ
十

ｍ
以
上
も

あ
る
竹
に
火
が
入
る
と

「パ
ン

・

パ
ン

・
パ
ー
ン
」
と
竹
が
は
じ
く

音
が
鳴
り
響
き
、
大
き
な
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
餅
を

焼
い
た
り
、
ぜ
ん
ざ
い
や
焼
肉
に

舌
づ
つ
み
を
打
ち
な
が
ら
、
無
病

息
災
を
祈

っ
て
い
ま
し
た
。

た
ば
こ
耕
作
者
大
会

（十
一月
士
言
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ロゴ
ル
フ
で
交
流
口団
結

本
町
の
葉
た
ば
こ
生
産
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
他
の
作
物
と
同
じ
く
天
候
と
市
場
の
動

き
に
左
右
さ
れ
、
農
業
後
継
者
の
減
少
と
近

年
の
禁
煙
ブ
ー
ム
に
よ
る
影
響
な
ど
依
然
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
長
い
問

郡
内
で
は
最
上
位
、
県
内
で
も
常
に
上
位
に

ラ
ン
ク
さ
れ
る
優
位
の
産
業
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
は
、
収
穫
時
期
の
台
風
の
影

響
な
ど
で
大
き
く
減
収
し
た
前
年
に
比
べ
、

量

・
質
共
に
上
回
り
、
ま
ず
ま
ず
の
収
穫
で

し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
た
ば
こ
耕
作
者
大
会
。
今
年
は
十

一
月
十
三
日

に
高
森
町
民
体
育
館
で
例
年
の
品
評
会
と
共
に
今
回
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ

ル
フ
大
会
を
企
画
、
約
八
十
名
の
生
産
者
が
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ
げ
、
団
結

と
交
流
が
進
ん
だ
よ
う
で
す
。

品
評
会
　
審
査
結
果

（出
展
数
　
合
計
三
十

一
点
）

■
在
来
種
の
部

▽
特
賞
　
古
澤
信
幸

▽
優
賞
　
工
藤
清
男
　
岡
本
和
雄

▽
良
賞
　
甲
斐
誠
也
　
岡
本
節
男

瀬
井
ゆ
り
子

■
黄
色
種
の
部

▽
特
賞
　
岩
下
克
尚

▽
優
賞
　
住
吉
直
美
　
林
　
淳

一

▽
良
賞
　
今
村
吉
晴
　
住
吉
清
美

｀
・ 'Iヽこ

勢いよく燃えあがる「どんどや」

阿
蘇
カ
ル
デ
ラ
ス
ー
パ
ー

マ
ラ
ソ
ン
　
参
加
者
募
集

阿
蘇

ス
ー

パ
ー
カ

ル
デ
ラ

マ

ラ
ソ

ン
大
会

が
次

の
通
り
行
わ

れ
ま
す
。
多
数

の
地
元
ラ
ン
ナ
ー

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
種
目百

ｂ
男
女
・五
〇
血
男
女

■
開
催
日

五
月
二
十
六
日
（土
）

■
参
加
料
　
百
ｋｍ
　
一
万
三
千
円

五
Ｏ
ｈ
　
　
一
万
円

（完
走
パ
ー
テ
イ
代

・
参
加
記

念
品
代
・保
険
料
等
を
含
む
）

■
募
集
期
間

二
月
二
十
日
（金
）
ま
で

■
問
合
せ
先

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

マ
ラ
ソ
ン
係

ＴＥ

０

９

６

７

・
３

４

・
２

０
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和気あいあいの表彰式

ご存知ですか ?「認定農業者制度」

やる気のある農業者を応援する認定制度

1,ねらいと意義

認定農業者制度は、効率的で安定した農業経営を目指す農業者が、自らの意思で、自ら作成する農業経営

改善計画 (5年後の経営目標)を 市町村が構想に照らして認定し、その計画が達成されるように農業関係の

機関・団体が一丸となって支援を行おうとするものです。

農業者の方々には認定を受けることで、はこりと意欲を持って経営の改善・発展に11又 り組む姿勢を内外に

アピールし、経営者としての自党を自ら高めていくことを期待しています。

3,農業経営改善計画の作成と申請

農業経営改善計画には、おおむね5年後を目指した①農業経営規模の拡大、②生産方式の合理化、③経営

管理の合理化、④農業従事の態様の改善など大きく4つの目標と、その目標達成のための措置を記載します。

農業経営改善計画の申請は、基本的には経営の本拠をお く市町村で行 うことにな ります。土地利用型の、

農業経営で複数の市町村にまたがって農用地の利用集積 を行 うような場合は、該当す るそれぞれの市町村 に

中請を行い認定を受 けることにな ります。なお、認定中請でわからない ことがあれば、経営改善支援セ ンタ

ーが相談に応 じます。

詳しくは高森町農業経営改善支援センター (農業委員会内)まで TEL2-1111(内 線 151)

交
通
安
全
買
言
駅
伝
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

二
月
二
十
五
日
（日
）

午
前
九
時
四
十
分

高
森
駅
前
ス
タ
ー
ト

皆
さ
ん
の
参
加
と
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

駐
在
区
及
び
職
場
（
一
チ
ー
ム
十
人
）

オ
ー
プ
ン
参
加
（学
校
・ク
ラ
ブ
な
ど
）

も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・お
問
い
合
わ
せ
は

教
育
委
員
会
　
ＴＥＬ
２
・１
１
１
１

肥

後

狂

旬

師

　

走

（阿
蘇
御
神
火
会
）

pOETRyPAGE

む
か
む
か
す
る
　
藪
医
者
の
く
せ
横
柄
な

来
年
ど
ま
ァ
　

一
勝
せ
ん
と
部
の
消
ゆ
る

残
り
わ
ず
か
　
や
っ
と
我
が
家
に
な
る
ロ
ー
ン

む
か
む
か
す
る
　
ト
リ
カ
ブ
ト
ば
し
食
わ
せ
た
か

佐
藤

松
野

林桐
原

重
信

笑
声

不
忘

自
酔

(16)
(5)

認 定 農 業 者 制 度 説 明 会 2月 22日 (本)午 後 1時 30分～ 高森町林業総合センター

磁強」
目姥厠知

隋荀瘍舅

ユ

Ⅲ
Ⅲ∵‖

攣,耐Ⅲ中鳳
:‐

」繊輛    ●|■■―

＼

2,認定の対象者

この制度は、プロの農業経営者として頑張っていこうという農業者を幅広く育成していくものです。 「特

定の先進的な農業者のみしか認定の対象にしない」というような理解がまだ一部にあるようですが、これは

全くの誤解です。農業を職業として選択していこうとする意欲ある人であれば、幅広く認定の対象になりま

す。

つまり、①性別、②専業兼業の別、③経営規模の大小、④営農類型、⑤組織形態 (農業生産法人以外の農

業を営む法人も認定対象)・ ・などを問わず認定の対象となります。

蝙

り

．粋
■
〓

‐1    主_



国保と老人医療のここが変わりました (平成13年 1月 1日から)

平成 13年 1月 1日 から医療保険の一部が変わりました。

国民皆保険制度を支える国民健康保険 (国保)をはじめ、日本の医療保険制度は、いま、急
速な高齢社会の到来等によつて、厳しい運営を強いられています。今後とも、国民皆保険を維
持し、良質な医療を守るため、国は、制度改正を急ぎ、医療保険制度の健全化を図ろうとして
います。

今回の改正は、その一環として実施されたものです。

国民健康保険 (国保)の主な改正点

①高額療養費の自己負担限度額が変わりました。
②入院時の食事負担限度額が見直されました。
③海外での受診が払い戻されます。
④長期入院で住所を移しても国保の資格は異動しません。

改 正 前      改 正 後

運
動
特
集

い
つ
ま
で
も
青
春
！

い
つ
ま
で
も
若
若
し
く
！

本
格
的
な
冬
将
軍
到
来
。
寒
く

な

っ
て
き
ま
し
た
ね
。
コ
タ
ツ
を

抱
え
て
丸
く
な

っ
て
過
ご
し
て
い

る
事
が
多
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

シ
リ
ー
ズ
で
運
動
効
果
、
特
に

有
酸
素
運
動
に
つ
い
て
特
集
し
て

き
ま
し
た
。
高
血
圧

・
糖
尿
病

・

高
脂
血
症
と
言

っ
た
生
活
習
慣
病

に
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
町
で
開
催
し
て
い

る
健
康
教
室
に
参
加
さ
れ
て
い
る

No14

① 高額療養費
の自己負担

限度額

入院時

食事療養費

海 外

療養費

住所地

斗寺 伊」

lヶ月63,600円   ……ふ ●一般患者
(低所得者35,400円 )  / 63,600円 十〔(医療費)-318,000円 〕×1%

‐

           C)¨ L(立 所 得 の 患、者 怪 礎控除後の所得が670万 円を超える世帯 )

121,800円 十{(医療費)-609,000円 }× 1%
● 低 所 得 の 患 者 (市町村民税非課税世帯 )

35,400円 のまま据え置き

方
で
、

「歩
く
こ
と
」
を
続
け
る

事
に
よ
り
血
圧
が
下
が
る
、
体
重

が
減
る
、
中
性
脂
肪
が
下
が
る
と

い
っ
た
効
果
が
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
運
動
効
果
と
し
て
骨

や
筋
肉
を
強
化
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
中

「寝
た

き
り
に
な
り
た
く
な

い
」
と
言
う

声
を
良
く
耳
に
し
ま
す
。

そ
の
原
因
の
第

一
位
が
脳
血
管

疾
患
、
第
二
位
が
骨
折
で
す
。
骨

折
は
、
骨
が
も
ろ
く
な

っ
て
起

こ

り
ま
す
が
、
高
齢
に
な
る
に
従

い

筋
力
の
衰
え
、
か
ら
だ
の
バ
ラ
ン

ス
の
衰
え
等
に
よ
り
転
び
や
す
く

な

っ
て
き
ま
す
。
な
か
で
も
腹
筋

・

背
筋
は
体
を
支
え
る
要
。
こ
の
筋

力
が
弱
く
な
る
と
、
足
を
高
く
上

げ
る

。
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
と
い
っ

た
動
作
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、

「ダ

ン
ベ
ル
体
操
」

に
続
き
、
中

・
高
年
者
に
お
勧
め

の

「タ
オ
ル
体
操
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

寒

い
時

に
で
も
室
内
で
手
軽
に

出
来
ま
す
の
で
是
非
試
み
て
く
だ

さ
い
。

〈効
果
〉

①
腕
や
肩
を
動
か
し
て

《
肩
こ
り
解
消
》

②
足
の
衰
え
を
防
ぎ

《歩
行
カ
ア
ッ
プ
》

③
腹
筋
強
化
で

《腰
痛
予
防
》

④
体
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う

〈津
笙
思
占
〉̈

①
力
み
す
ぎ
ず
、
七
～
八
割
程
度

の
力
で
行
う
。

②
息
を
し
な
が
ら
行
う
。

③
痛
み
を
感
じ
た
ら
無
理
を
し
な

高
森
高
校
の
三
年
生
が
役
場
訪
問

卒
業
を
前
に
税
や
行
政
を
学
ぶ

②
　
　
　
③
　
　
　
④

●   ●

●  ●

1日 当たり 760円・ ―→

新  認    __ふ 海外で医療を受けた場合にも、国民健康保険の給・1'1  日̂     ′
付の範囲で支給が受けられるようになりました。

1日 当たり 780円
(低所得者は据え置き)

長期入院一般についても入院前の住所地の市町村
の国保の被保険者となります。

― →

こんなとき 国保の窓口に届け出てください

(15)

2000年
国勢調査速報

世帯数 000

2,458世 帯

国勢調査にご協力いただき
ありがとうございました。

一
月
十
二
日
、
今
春
、
進
学
や

就
職
を
ひ
か
え
た
高
森
高
校

（田

上
利
光
校
長
）
の
三
年
生
八
十
人

が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
社
会
生
活
で
必
要
な
税

の
仕
組
み
や
行
政
の
シ
ス
テ
ム
を

学
ぼ
う
と
、
こ
の
時
期
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
役
場
内

の
執
務
の
様
子
や
施
設
見
学
等
の

後
、
税
務
署
や
税
務
課
か
ら
の
税

の
説
明
、
町
総
務
課
長
か
ら
の
町

の
施
策
説
明
等
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
先
輩
社
会
人
と
し
て
の
体

験
談
を
二
名
の
職
員
が
披
露
、
学

生
た
ち
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い

ま
し
た
。

同
校
の
皆
さ
ん
は
こ
の
他
、
社

会
福
祉
施
設
で
の
社
会
生
活
体
験

や
奉
仕
活
動
等
で
も
活
躍
さ
れ
て

お
り
、
色
々
な
学
習
を
通
し
て
、

人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
に
若
い

力
を
大
い
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
で

しヽ
よ
つヽ
。

※老人受給者証をお持ちの方は、すべての届出に老人受給者証が必要です。

(6)

胆
ビ

タオル通 し
3回 ～10回
やり方
片足をやや上げ、タ
オルを通す。反対足
も同様に行う。

タオル腹筋
5回 ～ 10回
やり方

後頭部にタオルを通

し、下腹部に力を入

れる感 じで、上体を

少し起こす。

タオル腹筋
(ひねり)

6回 ～10回
やり方
腹筋運動ですが、少
しひねりを入れて行
います。

/ヽ

ml越:■

タオルお尻通 し
5回～ 10回
やり方
腰・おしりを少し上
げ、その下をタオル
を通す。

国
保
に
入
る
日寺

こんなとき 届出に必要なもの
他の市町村から転入 して きたとき 印鑑、′山の市町本からの転 出証明書
職場の健康保険をやめたとき 印鑑、職場の健康保険を め た

職場の健康保険の被扶養者でな くなったとき 印鑑、 でない理由の証明書
子どもが産まれたとき 印鑑、保険証、母子健康手帳
生活保護を受けな くなったとき 印鑑、多 止

外国人が入るとき 外国人登録証明書

国
保
を
や
め
る
日寺

他の市町村へ転出するとき 印鑑、

職場の健康保険に入 ったとき 印鑑、国保 と職場の健康保険の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になった とき と職場の健康保険の両方の保険証
死亡 した とき 印鑑、保険証、死亡を証 る の

生活保護を受けるようになった とき 印鑑、ル 開始決定通知書
外国人がやめるとき 保険証、外国人登録証明書

そ
の
他

退職医療者制度の退職になったとき 印鑑、イ 、年金証書

同じ市町村内で住所が変わったとき 印鑑、保険証

1壁 帯主や氏名が変わったとき 印鑑、イ
出稼ぎや長期旅行に行 くとき 印鑑、保険証

世帯を分けた り、一緒になったとき rll監、 衛
就学のため別に住所 を定めるため 印鑑、保険証、在学証明書

保険証をな くした とき 印鑑、多ヤ分を証明するもの
高額療養費等の申請 をするとき 印鑑、保険証、 の 回

保 健 婦 か ら

あなたへ0
ー

崖

特別養護老人ホーム及
び介護保険施設等の入
所者は、入所前の市町
村の国保の機

‐
保険者

高森町の総人口・・・

7,300人
男 3,506人
女 3,794人

時

:険証

印鑑、圧

:険証

:険証



～簡単で健康的でおいしい～

□かりんとう 材料 (1回分)

ホットケーキミックス粉 100g、 強力粉 100g、

いりこ 30g、 水 120cc、 打ち粉適宜、揚げ油
適宜
□作り方
①いりこは、頭、腹わたをのぞき小さく砕く。
②ミックス粉、強力粉、いりこを合わせ水を
少しづつ入れ、こねる。③打ち粉をしながら、
のばして細く切り油で揚げる。

□おやき 材料 (1回分 )

小麦粉 100g、 そば粉 100g、 水適宜、塩少々、

赤みそ 30g、 鶏 ミンチ 100g、 ごぼう 100g、

人参 20g、 酒 15cc、 み りん 30cc
□作り方

①小麦粉とそば粉を均一に混ぜ塩水を適量入れ、
耳たぶぐらいのかたさによくこねる。②鶏ミ
ンチをよく炒め、ごぼう、人参を入れ、柔ら
か くなったら、赤味噌、酒、み りんで味をと

とのえ、卵黄を入れて冷ます。③冷めたら10
個分にわけ、皮を丸く広げ、中に②のあんを
入れ形を丸くする。④ホットプレートに油を
ひき両面 を焼 く。 南在食生活改善推進委員

古庄さとみさん・林加代さんの作

食事生活がかぜ 予防の決め手

かぜのはやる季節になりました。かぜは温度差の激しい

ときや睡眠不足などで生活が不規則になつているときに引

きやすくなります。かぜは万病のもとで、油断は禁物。そ

のためにも、まず予防が肝心、かぜに負けないように冬を

乗り切りたいものです。

◎もし、かぜを引いた場合どうすればよいのでしょうか ?

まず、温かい飲み物などを飲んで体を保温し、′)i(養 をつ

け、充分な睡眠をとり、体を回復させましょう。

国保とともに70歳以上 (寝たきりの方は65歳以上)の方が加入する老人保健も変わりました。

医療費の窓口で支払う一部負担はこれまで 1日 あたり定額負担でしたが、今般、定率負担制をとつ

ている若年者とのバランスを考慮するとともに、コス ト意識を喚起するといつた観点から高齢者の一

部負担について、平成 13年 1月 から、原則としてかかつた医療費の 1割をご負担いただくことにな

りました。

老人保健の主な改正点

①一部負担が医療費の1割になりました。

②一部負担額について同一世帯で二人以上のお年寄りの負担が高額になつたときなどに

払い戻されます。

③入院時の食事負担額が見直されました。

④訪問看護の基本利用料が変わりました。

・・・寒い日におすすめ

ホットジンジヤー

材料 (1杯分)

・はちみつ  大さじ2
・しょうが汁 小さじ 1

・レモン汁  小さじ 1

・お湯    1カ ップ

↑

運休 *日 曜日・祝日

↓ 12月 31日 ´ヽ́1月 2日

(7)

『ホットドリンク』

作り方

カップにはちみつ、レモン汁、

しょうが汁を入れお湯を注いで

かき混ぜるだけです。

改  正  前

外来 1日  530円
(月 4回まで )

入院 1日 1,200円

改 正 後

外来・入院とも
医療費の 1割
(た だし、上限が決められています。)

一部負担金について同一世帯で 2人以上の

お年寄りの負担が高額になつたときなどに

払い戻されます。

●  ●

●

① 医療費
一部負担金

② 高額医療費
支給

入院時

の食事負担

― 口
→設

‐

・・・冬を乗り切るちょつと変わつた大根葉の利用法

大根葉は、食べるだけでなく次のような利用法がありま

す。

葉を洗ってから日に干 し乾燥させたものを本綿の袋に入れ、

浴槽に浮かべます。これは、千葉湯といって湯冷めしにく

く冷え性などに効果があるといわれています。

「

― トロ ッコ列 車 運 転 日注 意 一
¬

③

　

　

　

④

1 EEfrU 7 6 OFI -------+

1日 当たり_250円 ,……→

1日 当たり 780円
(低所得者は据え置き)

費用の 1割か 1日 600円 の定額負担

(た だし、上限が決められています。)

老人訪問

看護基本利用料

↓印は、停車しません。

●

南
阿
蘇
鉄
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
十
三
年
三
月
三
日
（土
）
か
ら

各
駅
発
着
の
時
刻
が
変
わ
り
ま
す

Ｊ
Ｒ
九
州
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

い
南
阿
蘇
鉄
道
で
も
時
刻
が
変
更
に
な

り
ま
す
。
最
終
列
車
が
繰
り
上
が
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

「
トロッコ列車運転日注意

¬

トロッコ列車運転日

以外の運転です

※太字はトロッコ列車
※トロッコ列車運転日 ①4月 1日 ～10月 31日 までの土曜。日|1君・祝日 ②4月 1日 からの春休期間 ③夏休みは毎日
なお、雨天の場合は普通列車で運転する場合があります。上記期間以外は普通列車で運転となります。

(10

列車番号 11 9011 13 15 17 19 9019 21 23 25 27 29 31

立  野 6:15 7:13 8:22 9:41 11:08 11:40 12:57 13:39 14:39 15:32 15:50 16:48 18:00 18:49 19:34 20119 21:24

長   陽 6:22 7:20 8:29 9:48 ll:15 11:58 13:04 13:46 14:46 15:39 16:05 16:55 18:07 18:56 19:41 20:26 21:31

加   勢 6:24 7:22 8:31 9:50 11:18 13:06 13148 14:48 15:41 16:57 18:10 18:58 19:43 21:33

阿蘇下田 6:26 7125 8:34 9153 11:20 12:06 13:09 13:50 14:51 15144 16:12 17:00 18112 19:01 19146 20:30 21:36

白水高原 6:29 7:28 8:37 9:56 11:24 12:12 13:12 13:53 14:54 15,47 16:18 17:03 18:16 19:04 19:49 20:33 21:39

中  松 6:33 7:31 8:40 10:01 11:27 12:18 13:15 13:56 14:57 15:50 16:23 17:06 18:20 19:07 19:54 20:36 21:42

阿蘇白川 6:37 7:36 8:45 10:06 11:32 12:27 13:20 14:01 15:02 15:55 16:33 17:11 18:24 19112 19:59 20141 21147

見 原 台 6:41 7:40 8:49 10:10 11:36 13:24 14:05 15:06 15:59 17:15 18:29 19:16 20:03 20:45 21:51

高 森着 6:45 7:44 8:53 10:14 11140 12:41 13:27 14:09 15:10 16:03 16:45 17:19 18:32 19:19 20:06 20:48 21:54

国保は皆さまの保険税で支えられています。
みなさんが納める保険税は、お医者さんにかかったときの医療費にあてる大切な財源です。

あなたや家族の くらしと健康を守る、保険税の納付にご協力 ください。

保険税を滞納すると

1,督促を受けた り、延滞金が加算される場合があります。

2,保険証の有効期限が短 くなる場合があります。

3,保険証を返していただき、被保険者資格証明書が交付されます。このとき、医療費はいっ

たん全額自己負担となります。

4,国保の給付の一部、または全部を差し止める場合があります。

5,上記の滞納措置を行っても、なお、滞納が続いている世帯は国保の給付を受ける場合、

その費用の一部 もしくは全部を滞納保険税に充てることになります。

国保や老人医療についてのお尋ねやご相談は

税務課 国民健康保険係 TEL2-1111(内 線161.162)

列車番号 9010 10 12 14 9016 8016 16 18 20 22 24 26 28

高  森 5:45 6:23 7:49 9:04 9:40 10128 12:06 13:04 13:36 13:36 14:47 16:13 17:24 18:10 18:56 19:44 20:52

見 原 台 5:47 6:25 7:51 9:06 10:30 12:09 13:06 14:49 16:15 17:26 18:12 18:58 19:46 20:55

阿蘇白川 5:51 6:29 7:55 9:10 9:52 10:34 12:12 13:10 13:47 13:47 14:53 16:19 17:30 18:16 19102 19150 20:58

中  松 5:55 6:33 7:59 9114 10102 10:38 12:17 13:15 13:56 13:56 14:57 16:23 17:34 18:20 19:07 19:54 21:02

白水高原 5:58 6:36 8:01 9:17 10:07 10:40 12:20 13:18 14101 14:01 15:00 16:26 17:37 18:23 19:10 19:57 21104

阿蘇下田 6:00 6:38 8:04 9:19 10:12 10:43 12:23 13:21 14:07 14:07 15:03 16:29 17:39 18:25 19:12 19:59 21:07

加   勢 6:03 6141 8:06 9:22 10:17 10:46 12:25 13:23 14:12 14:12 15:06 16:31 17:42 18:28 19:15 20:02 21:09

長   陽 6:05 6:43 8:08 9:24 10:21 10148 12:27 13125 14:15 14:15 15:08 16:33 17:44 18:30 19:17 20:04 21:11

立 野着 6:11 6:49 8:14 9:30 10:34 10:54 12:33 13:31 14:29 14:29 15:13 16:39 17:50 18:36 19:23 20:10 21:17

・■
亀
場
．濾

燿

瞳

1愧

工_面



2月 は省エネルギー月間です。

税
務
ム
幸隈

2月 16日 から いよいよ 各地区毎に税申告が始まります

下記の納税相談日程表により 早めの申告をお願いします

高森町役場・税務課・町民税係 2-1111(内 線 164口 165)

平成 13年度 (平成 12年所得)申告受付会場

申告はで きるだけ各申告受付会場です ませ ましょう。

3月 12日 以降は混雑が予想され、長時間お待ち願 う

ことがあ ります。

1自 2り350円

●  ●

●  ●

レンジや洗濯機、

テ レビなどは、

プラグを抜いて

いた方がいいん

だぞ。使つてな

くても、電気を

つかつちゃうから。

※(財 )省エネルギーセンター「省エネ家族」より引用

‐ 口

"

ー

Y

‐ ■ロ

=IJ

し V́
′

|

コンセン トを抜く

だけで省エネだな

んて ラクチ ンね。

私にもすぐできるわ。|#

ヽ|´

ECOくん
CHECK

申
告
書
は
自
分
で

書
い
て
郵
送
で

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、

二
月
十
六
日

（金
）
か
ら
三
月
十

五
日

（本
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま

す
。所

得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所

得
や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納

税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を

と

っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
は
あ
な
た
の
昨
年

一

年
間
の
事
業
や
収
入
の
総
決
算
と

も
い
え
る
も
の
で
す
。
事
業
を
し

て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
方
で
も
確
定
申
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、
是
非
、

自
分
で
書
い
て
郵
送
で
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
受
給
者
専
用
の

確
定
申
告
書
を
ご
存
知
で
す
か

申
告
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

う
ち

「
一
般
用
の
申
告
書
」
は
書

き
方
が
難
し
い
と
の
声
も
聞
き
ま

す
が

・、
公
的
年
金
等
受
給
者
に
は
、

こ
れ
を
簡
略
化
し
た

「公
的
年
金

の
み
の
人
用
」
の
確
定
申
告
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
申
告
書
は
、
公
的
年
金
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
、
自
分
で

簡
単
に
作
成
で
き
る
様
式
と
な

っ

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
本
年
は

利
用
し
て
申
告
書
作
成
に
チ
ヤ
レ

　

ａ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
＜

な
お
、
こ
の
申
告
書
は
、
公
的

年
金
等
以
外

の
所
得
の
あ
る
方
は

使
用
で
き
ま
せ
の
で
、
従
来
ど
お

り

一
般
用
の
確
定
申
告
書
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の

申
告
と
納
税
は
正
し
く
お
早
め
に

個
人
事
業
者

の
平
成
十
二
年
分

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
申
告

と
納
税
は
、
平
成
十
三
年
四
月
二

日

（月
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

期
間
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務

署
は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、

「消
費
税
及
び
地
方
消

費
税
確
定
申
告
書
」
に
は
、
簡
易

課
税
用
と

一
般
用
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
。

記
帳
や
決
算
、
税
申
告
、
消
費

税
等

に
関
す
る
お
た
ず
ね
な
ど
も
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

阿

蘇

税

務

署

ＴＥ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

◆
誕
生
月
に
は

「年
金
受
給
者
現
況
届
」
を
忘
れ
ず
に
１

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
を
受
け
て
い
る
方

に
は
、
毎
年

一
回
、
誕
生
月
の
初
め
に
社
会
保
険

庁
か
ら

『年
金
受
給
著
現
況
届
』
が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。
こ
れ
は
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
引
き
続

き
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
大
切
な
届
け
で
す
。

こ
の
現
況
届
け
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
ら
、
内

容
を
点
検
し
、
住
所
氏
名
を
記
入
し
て
、
誕
生
月

の
月
末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

年
金
ク
イ
ズ
当
選
者
発
表

十

一
月
の
推
進
月
間
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
ク
イ
ズ
の
当
選
者

を
発
表
し
ま
す
。
厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
方
々
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

応
募
総
数

（町
内
二
十
五
通
）

一
等

（
一
万
円
相
当
の
品
）

宇
藤
マ
ツ
子
さ
ん

（草
部
）

二
等

（五
千
円
相
当
の
品
）

後
藤
レ
イ
子
さ
ん

（洗
川
）

野
中
　
　
満
さ
ん

（戸
狩
）

中
川
佐
智
子
さ
ん

（上
在
）

年
金
に
関
す
る
お
問
合
わ
せ
は

住
民
生
活
課
　
　
国
民
年
金
係
　
　
ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

若
い
人
も
老
後
の
こ
と
を
考
え
ま
し
よ
う

リ
ノ

W

(13)

お手軽口エコライフ No.12

申告の最終期限は3月 15日

◆3月◆2月

ハ 0
.0..
V

● 0

′:

）

υ
Ｄ

一

）
当
・

● 0

地 区 名
会   場

9時～ 11時 13時～15時

1日 (本
林業総合センター

(内 線308・ 309)
2日 (金 洗‖|・ 大村 中原・前原

5日 (月 ) 戸狩・丼上・山鳥 小倉原・西丁・中園

6日 (大 ) 草部 (社倉 ) 草音F(社倉以外)

車部長幹集落センター

(口乎4-0211)
7日 (水 ) 芹    口 菅   山

8日 (木 ) 永 野 原 下    切

9日 (金 ) 矢 津 田 中
旧JA草部北部支所

(4-0231)
12日 (月 )

上記相談日に

ご来場できなかつた方

林業総合センター

(内線308・ 309)
13
14
15

日
地 区 名

会   場
9時～11時 13時～15時

16日 (金 ) 天神 ・ _上田丁 横町・上在
林業総合センター

(内線308・ 309)
19日 (月 ) 旭通・村山 昭   和

20日 (火 ) 下町・ 森 冬野・津留

21日 (水 ) 津 留 1 津 留 2 野尻林業センター

(口乎5-0211)22日 (木 ) 野 尻 1 野尻2・ 尾下 1

23日 (金 ) 尾下2・ 河原2 河 原 1
河原老人憩いの家

(口平5-0240)
26日 (月 )

所得税・消費税納税相談

阿蘇税務署
27日 (人 )

28日 (水 )

電気製品のプラグをこまめにコンセントから抜くと、
1年間で106kWhの 節電に。

C02は 40日3短の削減。電気代が約21350円のお得。

（
．

ハ

。っ
υ

る官定
申告書

この僣  あなたの税が生きてι嗜

θ

０

待機口→肖費電力を減|らそう1

阿  蘇 1務 署

林業総合センター

(内線308・ 309)

ワ



《
結
婚
や
就
職
の
と
き
の
身
元
調
査
を
な
く
し
ま
し
よ
う
。
》

差
別
に
つ
な
が
る
身
元
調
査
と
は
、
結
婚
や
就
職
の
際
に
個
人
の
出
身
地
や
家
族
の
状
況
な
ど
を
調

査
会
社
等
を
使

っ
て
調
査
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
本
人
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
、
か
つ
、
本
人
の
人
柄
と
は
直
接
関
係
の
な
い

こ
と
が
ら
に
よ

っ
て
、
そ
の
人
が
評
価
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

で
す
。
差
別
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
調
査
を
依
頼
す

る
人
の
意
識
に
問
題
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
依

頼
を
受
け
て
調
査
を
行
う
人
に
も
結
果
と
し
て
差
別
を
助

長
し
、
同
和
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ
る
と
い
う
、
問
題
が

あ
る
と
言
え
ま
す
。

県
で
は
、
結
婚
や
就
職
に
お
け
る
部
落
差
別
を
な
く
す

た
め

「熊
本
県
部
落
差
別
事
象
発
生
の
防
止
及
び
調
査
の

規
制
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は
、
同
和
地
区
に
住
ん
で
い
る
こ
と
や
住

ん
で
い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
結
婚
や
就
職
の
時
に
引
き

起
こ
さ
れ
る
、
部
落
差
別
事
象
を
防
ぐ
た
め
、
県
民
の
み

な
さ
ん
や
事
業
者
の
方
の
役
割
と
責
任
を
明
ら
か
に
し
、

ま
た
、
結
婚
や
就
職
の
時
に
、
同
和
地
区
に
住
ん
で
い
る

こ
と
や
住
ん
で
い
た
こ
と
の
調
査
を
し
た
り
引
き
受
け
た
り
す
る
こ
と
を
規
制
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
結
婚
や
就
職
の
と
き
の
部
落
差
別
を
防
ぐ
た
め
、
皆
で
身
元
調
査
を
な
く
し
て
い
き

キ
含
し

よ

つヽ
。

住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係
　
ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

　

（内
線
１
３
２
）

●

毎 日の安心 。お世話

家庭での介護

料理の工夫

●よく煮込む

弱火でゆっくり煮込むと柔らかく、しかもおい

しくなります。圧力鍋を利用すると効果的です。

●かくし包丁を入れる

あまり細 くしてしまいますと味気ないものにな

ります。できるだけ元の形を残すには、かくし

包丁を入れると形を損なわずに食べやすくなり

ます。

●ひと口大に切る

●調理には汁気を多めに

パンはトーストにするよリフレンチ トーストの

ほうが食べゃすいでしょう。野菜はサラダより

湯がいたり、煮付けのほうが水分を含んで食べ

やすいでしよう。

●手でも食べられる工夫

おにぎり、サンドイッチなどは手で食べられる

ので便利です。

●入れ歯につまりやすいものは避ける

ゴマ・ピーナッツ 。おせんべいなどは、歯と歯

肉の間に入ると痛 くなります。ピーナッツバタ

ーなどのペースト状にしてみるのも一つの方法

です。

●なめらかでのどごしのよいものを工夫する

茶わん蒸し、卵豆腐、ゼリー寄せ、蒸し物、め

ん類など。

平成12年度 風まるキッズ講演会

(9)

食事のお世話①

食べやすいように

調理や料理を考える

●細かくきざむ (刻 み食)

便秘予防には繊維の多いものも必要です。繊維

を刻むと食べやすくなります。

●液状・ペースト状にする

ミキサーにかけて水分を多 くすると食べやす く

なりますが、見た目があまりおいしそうではあ

りません。そこで、食器を工夫する、季節の花

や葉を添えるなど、日先を変えると食欲もすす

むでしょう。

●酸味の強いものは薄める

酢の物は好まれますが、酸味はのどを刺激しま

す。出し汁で薄めるとむせにくくなります。

●かみにくいものは避ける

柔らかいものはすべてがかみやすいというと、

そうではありません。かまぼこなどの練 りもの

は、意外とかみにくいものです。

?

※注意・・お年寄 りの状態によつて当てはまらないも
のもあります。医師や栄養士などに相談して下さい。

■資料  『家庭でできる老人介護の手引き』 (発行/リ バティ書房 )

●

●  ●

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ

高
森
町
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
整
備
補
助
事
業
に
つ
い
て

平
成
十
三
年
度
分
の
予
約
受
付

を
次

の
と
お
り
実
施
致
し
ま
す

の

で
、
お
早
め
に
お
中
し
込
み
く
だ

さ

い
。

１
、
受
付
開
始
日

平
成
十
三
年
二
月
十
三
日
（火
）
～

２
、
本
年
度
予
定
数
　
五
十
基

（予
定
数
に
な
り
次
第
締
切
り
）

３
、
人
槽
区
分
と
補
助
額

４
、
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

※
な
お
、
補
助
金
交
付
申
請
書
の

受
付
は
、
平
成
十
三
年
四
月
二
日

（月
）
か
ら
実
施
致
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
金
の

払
い
戻
し

乳
幼
児
医
療
費
助
成
金

の
払

い
戻
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

一
月

・
二
月

・
二
月
も
、
例

月
ど
お
り
払

い
戻
し
を
行

い
ま

す
の
で
、
申
請
を
さ
れ
る
場
合
は
、

印
鑑
と
医
療
費
領
収
書
を
持
参

の
う
え
、
保
健
推
進
係
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
診
療
を
受
け
た
月
の

末
日
か
ら
起
算
し
て
六

ヶ
月
を

経
過
し
た
領
収
書
は
払

い
戻
し

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早
め

の
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費

の
助
成
申
請

は
で
き
る
だ
け
同
月
分
を
ま
と

め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

レ
シ
ー
ト

の
領
収
書
や
医
療
点

数

の
記
載

の
な

い
領
収
書
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

犬
の
飼
育
に
つ
い
て

最
近
、
放
し
飼

い
に
よ
る
苦

情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
特
に

糞
尿

の
後
始
末

に
関
す
る
こ
と

が
多

い
よ
う
で
す
。
放
し
飼

い

は
他
人

に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の

で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

子
育

て
に
頑
張

っ
て
い
る
お

母
さ
ん
た
ち

の
サ
ー
ク
ル

『
風

ま
る
キ

ッ
ズ
』
は
毎
週
水
曜
日

に
集
ま

っ
て
、
楽
し
く
ワ
イ
ワ

イ
や

っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
で

奮
闘
し
て
い
る
お
母
さ
ん
、
あ

な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
毎
月

一
回
発
行
し
て

い
る
風
ま
る
キ

ッ
ズ
通
信
を
読

ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
楽
し
い
情

報
が
あ
る
か
も
―

（役
場
保
健

推
進
係
に
あ
り
ま
す
。
）

Ｏ
υNo

奪
一

日自1雹串ワズ
活動中 !

子育ての|IFみ 話し合いましょう

毎週水曜日 10時半からお昼まで

高森町中央公民館 (昭和)

時間・場所が変更になることがあります。

おたずねは保健推進係までどうぞ。

(12)

人槽 区分 算定基準 補助金

5人槽 延べ面積 130ボ未満 354,000円

6～

7人槽

延べ面積 130耐以上 411,000円

8～

10人槽

2世帯又は大家族住宅 519,000円

●

MEMO
消化によいものを選ぶ

老化す ると消化液の

分泌が悪 くな り、腸の

働 きも衰 えて きます。

そのため便秘や下痢を

しゃす くな ります。消

化 によい食品を選び ま

しょう。

食品群 非常によい ややよい

撃L 生クリーム・ヨーグルト・

カスター ドクリーム・アイスクリーム

乳・乳製品

,ロ 半熟卵・茶碗蒸 し・卵豆腐 厚焼 き卵・生卵・オムレツ

魚・肉 自身煮魚・でんぶ・

はんぺんの柔 らか煮、たいみそ

かまぼこ・ちくわ・魚フライ

ひき肉

里 煮豆腐・湯豆腐 入 り豆腐・煮豆・納豆

野菜 裏ごし 。おろし煮 野菜サラダ 。大根おろし

果 物 シロップ煮 生の果物

い も マッシュポテト いも煮

'由

月旨 )\, * どんな油でもよい

●

子育てサークル

颯酸
―

や

・・

（
（

（
（

11111111111111111111111111111111il‐

肯

絆

紺
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指
定
金
融
機
関
制
度

四
月

一
日
　
ス
タ
ー
ト

こ
の
制
度

は
、
公
金

の
収
納

及

び
支
払
等

に
係

る
町

の
出
納

事
務

の
効
率
的
な
運
営
と
安
全

を

図

る
た
め
、
現
金

の
取
扱

に

最
も
熟
知

し

て

い
る
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
を
指
定

し
そ

の
事

務
を
取
り
扱
わ

せ
る
も

の
で
す
。

こ
れ

に
よ
り
、
金
融
機
関
を

窓

日
と

し

て
公
金

の
収
納
な
ど

の
出
納
事
務

が

で
き

る

こ
と

に

な

り
、
町
民

の
皆

さ
ん

の
利
便

性
も
図
ら
れ

る

こ
と

に
も
な

り

ま
す
。

現
在
、
町
は

四
月

一
日
か
ら

の
指
定
金
融
機
関
設
置

に
向

け

た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（株
）
肥
後
銀
行
を
指
定

町
が
指
定
し
た
〈立
融
機
関
は

（株
）

肥
後
銀
行

で
す
。
収
納

や
支
払

覚
せ
い
剤
等
薬
物
の

乱
用
を
防
止
し
よ
う

○
覚
せ
い
剤
の
恐
ろ
し
さ

覚
せ
い
剤
、
大
麻
等
の
薬
物
は
、

乱
用
者

の
心
身
を
む
し
ば
む
だ

け
で
な
く
、
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
、

更
に
は
覚
せ
い
剤
を
買
う
金
欲

し
さ
か
ら
強
盗
を
し
た
り
、

「誰

か
に
追
わ
れ
て
い
る
」

「殺
さ

れ
る
」
な
ど
と

い
っ
た
幻
覚
や

妄
想
か
ら
、
無
差
別
殺
人
な
ど

の
凶
悪
犯
罪
を
引
き
起
こ
す
非

常
に
危
険
な
も
の
で
す
。

○
暴
力
回
と
覚
せ
い
剤

暴
力
団
は
、
少
量

の
取
引

で

莫
大
な
利
益

が
あ

が
る
覚

せ

い

剤

の
密
売
を
主

要
な
資
金
源

に

し
て
い
ま
す
。

密
売
人
は
、

「疲
れ
が
と
れ
る
」

「
や
せ

る
」
等
と
言
葉
巧

み

に

接
近

し
、
中
毒

さ
せ

て
金
儲

け

を
し
よ
う
と
狙

っ
て
い
ま
す
。

○
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の
見
分
け
方

・
顔
色
が
青
自
く
、
や
せ
て
い
る
。

・
医
者

に
か
か
ら
な

い
の
に
注

の
事
務
を
総
轄
す
る
の
が
肥
後

銀
行
高
森
支
店
で
、
本
店
及
び

県
内
外

の
各
支
店

で
収
納

の
事

務
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

収
納
代
理
金
融
機
関
の
指
定

収
納
事
務
だ
け
を
指
定
金
融

機
関

の
代
理
と
し
て
行
う
金
融

機
関
を

『収
納
代
理
金
融
機
関
』

と
い
い
ま
す
。

『収
納
代
理
金
融
機
関
』

の

指
定

に
つ
い
て
は
、
従
来
取
り

引
き
し
て
い
ま
す
金
融
機
関
を

指
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
収
入
役
室

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
７
０
）

射
痕
が
あ
る
。

・
必
要
以
上
に
キ

ョ
ロ
キ

ョ
ロ
し

て
落
ち
着
き
が
な

い
。

・
意
味
不
明
の
言
動
を
す
る
等
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は

早
め
に
遠
慮
な
く

警
察
本
部覚

せ
い
剤
相
談
電
話

ＴＥ
０
９
６

・
３
８
４

・
４
４
４
４

犯
罪
の
被
害
に

悩

ん

で
い
ま
せ
ん
か

？

相
談

所
開

設

■
と

き
　
一
一月
二
十
三
日

（金
）

午
前
十
時
～
午
後
五
時
ま
で

■
と
こ
ろ

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
担
当
者
　
捜
査

・
交
通
な
ど
の

ベ
テ
ラ
ン
警
察
官
が
私
服
で
受
け

ま
す
ｃ

■
秘
密
厳
守
　
犯
罪
に
遭

い
な
が

ら
も
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相

談
く
だ
さ

い
。

高
森
警
察
署
　
被
害
者
支
援
係

ＴＥＬ
２

・
０
１
１
０

町
営
住
宅
　
駅
前

団
地
入
居
者
募
集

平
成
十
三
年
三
月
完
成
予
定
の

駅
前
団
地
の
入
居
者
を
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

◆
住
宅
の
概
要

本
造
平
屋
建

五
十
六
・七
八
ゴ

（高
齢
者

・
障
害
者
対
応
型
住
宅
）

◆
募
集
戸
数
　
一
戸

◆
家
賃

一
万
六
千
五
百
円
～
二
万
七
千

三
百
円

（収
入
に
応
じ
て
決
定
し

ま
す
）

な
お
、
家
賃
の
他
に
共
益
費
二

千
円
、
駐
車
場
代
五
百
円
を
徴
収

し
ま
す
。

、へ′し

◆
入
居
資
格
及
び
条
件

（
一
）
公
営
住
宅
法
に
規
定
す
る

入
居
資
格
者
に
該
当
す
る
方

（入

居
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
）

（二
）
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
方

◆
入
居
予
定
日

平
成
十
三
年
四
月

一
日
以
降

◆
入
居
申
し
込
み

二
月
二
十
六
日

（月
）

～
三
月
九
日

（金
）
ま
で

◆
選
考
方
法

申
込
者
か
ら
住
宅
に
困
窮
す
る

事
情
を
調
査
、
町
営
住
宅
入
居
審

査
会
で
各
所
用
事
項
を
厳
正
に
審

査
を
行
い
入
居
者
を
決
定
。

◎
問
い
合
わ
せ

役
場
建
設
課
　
建
築
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
４
３
）

昨
年
十
二
月
の
定
例
議
会
で

（株
）
肥
後
銀
行
を
高
森
町
の
指
定
金

融
機
関
に
指
定
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ
、
平
成
十
三
年
四
月

一
日
か
ら

指
定
金
融
機
関
に
よ
る
会
計
事
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
納
付
、
支
払
方
法
は

従
来
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町
の
事
務
改
善

の

一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
今
回
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●  ●

●  ●

谷
川
昭
生
さ
ん

（旭
通
）

人
命
救
助
で
高
森
署
か
ら
感
謝
状

十
二
月
二
十
八
日
、
高
森
警
察

署

（佐
藤
隆
康
署
長
）
で
谷
川
昭

生
さ
ん

（旭
通
）
に
人
命
救
助
の

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

谷
川
さ
ん
は
、
十
二
月
十
日
、

高
森
の

「別
所
の
池
」
に
釣
り
に

来
て
い
た
親
子
が
溺
れ
て
い
る
の

を
発
見
、
救
助
し
た
も
の
で
す
。

岸
か
ら
三
～
四
メ
ー
ト
ル
の
と

こ
ろ
で
溺
れ
て
い
た
二
人
を
発
見
、

直
ち
に
池
に
飛
び
込
み
、
二
人
を

救
助
、
幸
い
、
少
々
の
水
を
飲
ん

で
い
た
だ
け
で
、
意
識
は
は

っ
き

り
し
て
お
り
、
救
急
車
の
手
配
と

共
に
応
急
処
置
を
施
し
、
病
院

ヘ

収
容
、
事
な
き
を
得
た
と
の
こ
と
、

谷
川
さ
ん
の
咄
嵯
の
判
断
と
勇
気

に
拍
手
を
贈
り
ま
す
。
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阿蘇広域行政事務組合消防本部

南部分署 電話 2-9034

スキを
見せないで ′

住み良いまちめざし

訪問点検にご注意

●とくに消火器をたくさん設置している事業所、学校、
幼稚園などを狙っています

●内容を説明せず、一見合法的な書面に署名押印を求め
てきます

●出入りの点検業者を巧妙に装います

トラブル防止の
ポイント

◎身分証明書の提示を求める

◎ハッキリと点検を拒否する

◎契約書にハンコを押さない

完成間近の高森駅前団地

Jミ
一ー

(10)

匠ヨ

町民の皆さんの納付・支払の流れ

(一 納付

。・・ >支払

高森町役場
(肥後銀行高森役場派出所 )

指定金融機関
(株 )肥後銀行各支店

収納代理金融機関

(現金で支払い)

>

(口 座振替で支払い)

納入義務者及び債権者
(町民の皆さん )

(11)
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